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～郷土の魅力発見・体験プログラム普及事業を通して～

遊佐町 吹浦まちづくり協議会での実践

山形県教育局庄内教育事務所社会教育課

社会教育主事 櫻井 孝輔



アイシングクッキーで吹浦の魅力を
デザインしよう！

テーマ

中学生がテーマを考案



担当者打ち合わせ（４月、７月計２回）
＜４月２５日（金）吹浦まちづくりセンター＞
内 容：吹浦の魅力の確認、日程調整 等

参加者：吹浦まちづくり協議会 職員４名
遊佐町教育委員会 職員１名
庄内教育事務所社会教育課担当１名

＜７月２２日（火）オンライン＞
内 容：第１回中学生企画会議の進め方の確認

参加者：吹浦まちづくり協議会 職員２名
遊佐町教育委員会 職員１名
庄内教育事務所社会教育課担当１名



第１回中学生企画会議(７月２８日）

参加者：吹浦地区の中学生１２名 事務局４名
場 所：吹浦まちづくりセンター

どんな活動をしたいかを話し合い、

①吹浦の食べ物を生かした活動をする

②吹浦の伝統文化を体験する

③吹浦の有名スポットのグッズを作る

④吹浦の自然を生かした活動をする

の４つの活動案が決まった。

企画会議の内容・決まったこと

全員が積極的に意見を出していた。



第２回中学生企画会議(８月１８日）

参加者：吹浦地区の中学生１１名 事務局５名
場 所：吹浦まちづくりセンター

第１回中学生企画会議で第１希望の
「吹浦地区の食べ物を生かした活動を
する」で具体的にどんなことができる
かを話し合った。その結果、①お菓
子・デザート作り ②BBQのどちらか
を実施することが決まった。

企画会議の内容・決まったこと

吹浦の魅力を伝えるために、真剣に考え
る様子が見られた。



第３回中学生企画会議(９月６日）

参加者：吹浦地区の中学生８名 事務局４名
場 所：吹浦まちづくりセンター

お菓子・デザート作りをすることが決ま
り「アイシングクッキー（アイシングと
いうクリームでデコレーションされた
クッキー）」を通して小学生に吹浦の魅
力を伝えていくことが決まった。その後、
どんなデザインを描くかを話し合い①ア
マハゲ②丸池様③花笠舞いの３つに決
まった。

企画会議の内容・決まったこと

中学生が吹浦の魅力をたくさん知ってい
たことに驚いた。



第４回中学生企画会議(１０月６日）

参加者：吹浦地区の中学生３名 事務局３名
アイシングクッキー作り講師１名（吹浦地区在住）

場 所：吹浦まちづくりセンター

前回の企画会議で決まった①アマハゲ
②丸池様③花笠舞いのデザイン案を考
えた。その後、プログラム当日までの
役割分担の決めた。

企画会議の内容・決まったこと

中学生のデザインのアイディアが素晴ら
しかった。



中学生２名が作成
した、小学生募集
チラシです。

中学校でのICT学習の成果が発揮されて
いると感じた。



プログラム事前準備会

参加者：吹浦地区の中学生７名 事務局４名
アイシングクッキー作り講師１名

場 所：吹浦まちづくりセンター

プログラム当日に使用する花笠舞いの
パーツ作りを行った。その後、日程の
確認と役割分担を行った。

企画会議の内容・決まったこと

細かい作業を集中してみんなで４００個
以上のパーツを作った。



中学生企画プログラム本番（１２月１４日）

参加者：吹浦地区の中学生８名 事務局６名
アイシングクッキー作り講師１名
遊佐町立遊佐中学校 校長
小学生参加者１４名

場 所：吹浦まちづくりセンター

＜日程＞
①開会 ⑤吹浦の魅力クイズ
②中学生自己紹介 ⑥小学生感想タイム
③講師紹介 ⑦閉会
④アイシングクッキー作り

小学生に優
しく丁寧に
接する姿が
見られた。



中学生企画プログラム本番（１２月１４日）



中学生企画プログラム本番（１２月１４日）

https://www.canva.com/design/DAG1DsVuCQo/x471qX7kfxOkTTbe8pI33w/edit
https://www.canva.com/design/DAG1DsVuCQo/x471qX7kfxOkTTbe8pI33w/edit


参加者アンケート

活動は楽しかったか？
活動を通して新しい
発見はあったか？

吹浦地区の良いところ
を見つけられたか？

小学生の回答（１４名）

まぁまぁあった
２１％

あった
７９％

楽しかった
１００％ できた

７９％

少しできた
２１％



来年も参加したいか？
中学生になったらプロ
グラムを考えたいか？

小学生の回答（８名）

参加したい
１００％

やってみたい
９３％

どちらかというと
やってみたい
７％



小学生の感想より

•初めてアイシングクッキーを作って、ワクワクしながら
楽しく体験することができたし、達成感がすごかった。

•わからないことや難しいことを中学生の人たちが優し
く教えてくれて楽しくアイシングクッキーを作ることが
できてうれしかった。

•初めてアイシングクッキーを作った。手が器用じゃなく
て難しかったけど、全部きれいに完成できてよかった。



活動は楽しかったか？ 活動を通して新しい
発見はあったか？

吹浦地区の良いところ
を見つけられたか？

中学生の回答（８名）

楽しかった
１００％

あった
５０％

まあまあ
あった
５０％

見つけた
１００％

参画者アンケート



今後もイベントの企画や小学
生と関わることをしたいか？

中学生の回答（１０名）

どちらかという
とやってみたい
１２％

やってみたい
８８％

他の地域活動やボランティア活
動にも参加してみたいか？

参加したい
８８％

どちらかという
と参加したい
１２％



中学生の感想より

・最初は何も形がないところからイベントの企画が始まり、何回も企画会議を重ね
て、自分たちも改めて吹浦地区の良さを見つけることができたと思う。チラシやク
イズも考え、小学生はどうしたら楽しんでくれるのか、興味を持ってくれるのか、い
ろいろな視点で考えるきっかけになった。プログラム当日も小学生の笑顔が見ら
れてうれしかった。

・最初、企画会議をしたときは悩んだこともたくさんあったが、小学生にどうしたら
吹浦の魅力を伝えられるかを考え、その結果が今日につながってよかった。クイズ
も楽しむことができたし、小学生を優しくサポートできて、みんなが楽しめたのでう
れしかった。

・学校の行事だけでなく、もっと地域の行事にも参加したいと思っていたので、と
てもよい機会になった。また、参加者としてではなく、企画から準備まで関わること
ができてよかった。今までお菓子作りのイベントは何度か参加したことがあったが、
このように吹浦の魅力を伝えることがなかったのでとても楽しかった。またこのよ
うな機会があれば計画から参加したいと思う。



吹浦まちづくり協議会担当者より

・企画会議を重ねる中で中学生たちにどこまで役割を任せて
良いのかがわからず、彼らに対して過保護または放任になりす
ぎていないか常に心配していた。ふたを開けてみれば、役割を
任せられたら、任せられたなりに、しっかり内容を考えてきてく
れた姿勢を本番で見ることができ（特に3年生）、とても頼もし
さを感じた。

・まちセンの事業でもこんなに長期間中学生と関わり一緒に何
かをするということがなかったので、とても良い経験をさせても
らったし、自分自身の学びにもなった。また、プログラムを通して
中学生との距離を近づけさせてもらった。



担

当

庄内教育事務所 社会教育課
社会教育主事 櫻井 孝輔
TEL0235-68-1983 FAX0235-66-3015

E-mail sakuraikosu@pref.yamagata.jp

インスタグラムにも
活動の様子を紹介
しています。

ぜひご覧ください！

mailto:takahashikazuhit@pref.yamagata.jp
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